
●新成人おめでとう
●足寄町第５次総合計画（平成17年度～26年度）の
　実施計画後期５カ年を策定しました
●交通事故を防ぐために
●ご存じですか？パソコンリサイクル！
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新
成
人
お
め
で
と
う

足
寄
町
成
人
式
が
１
月
10
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
成
人
対
象
者
77
人
（
男
性
42
人
、
女
性
35
人
）
の
う
ち
67
人
が
出
席
し

二
十
歳
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
小
原
奈
々
さ
ん

と
日
置
史
也
さ
ん

が

町
民
憲
章
を
朗
唱
し
た
後
、
安
久
津
勝
彦
町

長
が
「
自
ら
の
可
能
性
を
追
求
し
、
自
身
の

将
来
に
向
か
っ
て
悔
い
の
な
い
人
生
を
切
り

開
い
て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
吉
田
敏
男
町
議
会
議
長
が
「
人
間
性

豊
か
で
創
造
性
に
富
む
足
寄
人
を
目
指
し
て

く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
た
後
、
新
成
人
を
代

表
し
て
青
木
清
春
さ
ん

が
「
こ
れ
か
ら
も
勉
強

や
仕
事
に
お
い
て
知
識
・
経
験
を
身
に
付
け

も
っ
と
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
最
後
に
菅

原
軍
馬
さ
ん

と
千
代
彩
乃
さ
ん

に
安
久
津
町
長
か

ら
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
引
き
続
い
て
開
か
れ
た
祝
賀
会
に

は
、
中
学
・
高
校
時
代
の
先
生
３
人
が
駆
け

付
け
、
会
話
を
弾
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
新
成

人
は
旧
友
と
の
再
会
を
喜
び
、
学
生
時
代
の

話
に
花
を
咲
か
せ
た
り
写
真
を
撮
り
合
っ
た

り
す
る
な
ど
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

し
た
。

町民憲章を朗唱する日置さ
ん（左）

と小原さ
ん

誓いの言葉を述べる

青木さ
ん記念品を受け取る千代さ

ん（左）と菅原さ
ん

外構工事中のあしょろ銀河ホール21

改築予定の足寄中学校校舎

祝賀会の司会を務めた塚田強さ
ん

（左）と德山裕貴さ
ん

足
寄
町
第
５
次
総
合
計
画
（
平
成
17
年
度
～
26
年
度
）
の

実
施
計
画
後
期
５
カ
年
を
策
定
し
ま
し
た

平
成
21
年
11
月
25
日
、
町
総
合
開
発
審
議
会
を
開
催
し
第
５
次
総
合
計
画
の

実
施
計
画
後
期
５
カ
年
（
平
成
22
年
度
～
26
年
度
）
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
、

安
久
津
勝
彦
町
長
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。
概
略
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

総
合
計
画
と
は
？

　

総
合
計
画
と
は
自
治
体
の
す
べ
て
の
計
画

の
基
本
と
な
る
も
の
で
、
自
治
体
の
事
業
は

総
合
計
画
に
沿
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
平
成
16
年
度
に
「
足
寄
町
第
５

次
総
合
計
画
」
を
策
定
し
、
ま
ち
の
目
指
す

将
来
像
と
し
て
「
緑
輝
く
大
地
に
人
の
や
さ

し
さ
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
緑
豊
か
な
大
地
と
い

う
貴
重
な
財
産
を
後
世
に
継
承
し
、
住
民
一

人
一
人
が
ゆ
と
り
と
豊
か
さ
を
実
感
し
て
暮

ら
せ
る
あ
た
た
か
く
快
適
な
ま
ち
を
目
指
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

実
施
計
画
と
は
？

　

総
合
計
画
は
「
基
本
構
想
」
「
基
本
計
画
」

「
実
施
計
画
」
の
３
本
の
計
画
で
構
成
し
て

い
ま
す
。
基
本
構
想
と
基
本
計
画
は
、
町
政

全
般
に
わ
た
っ
て
「
こ
の
よ
う
な
ま
ち
を
目

指
し
ま
す
」
と
い
う
目
標
を
示
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
実
施
計
画
は
「
こ
の
よ
う
な
事
業
を

進
め
て
い
き
ま
す
」
と
い
う
指
針
を
示
し
て

い
ま
す
。
今
後
の
５
カ
年
は
、
原
則
こ
の
計

画
に
基
づ
き
事
業
を
行
い
ま
す
。
し
か
し
、

社
会
情
勢
や
国
お
よ
び
北
海
道
の
施
策
な
ど

に
対
応
す
る
た
め
、
毎
年
度
３
カ
年
分
の
ロ

ー
リ
ン
グ
（
再
編
成
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
税
収
な
ど
財
政
状

況
の
変
化
に
応
じ
て
、
事
業
を
精
査
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

実
施
計
画
後
期
５
カ
年
（
平
成
22
年
度
～
26

年
度
）
の
主
な
事
業

・
地
籍
調
査
事
業
（
平
成
22
～
26
年
度
）

 

１
９
７
，
５
６
８
千
円

・
土
地
区
画
整
理
事
業（
平
成
22
～
26
年
度
）

 

１
，
３
８
１
，
０
３
８
千
円

・
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業

　

あ
し
ょ
ろ
銀
河
ホ
ー
ル
21
地
区
（
平
成
22

～
23
年
度
） 

３
０
８
，
３
０
０
千
円

・
公
営
住
宅
建
設
事
業

　

（
仮
称
）
新
団
地
建
設
工
事
（
平
成
23
～

25
年
度
） 

３
１
７
，
９
８
９
千
円

・
公
営
住
宅
修
繕
事
業（
平
成
23
～
26
年
度
）

 

１
４
２
，
４
８
６
千
円

・
公
共
下
水
道
事
業
（
平
成
22
～
26
年
度
）

 

６
７
４
，
０
０
０
千
円

・
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
（
平
成
22
～
26
年

度
） 

６
９
，
５
４
０
千
円

・
社
会
福
祉
法
人
助
成
事
業
（
平
成
22
～
26

年
度
） 
８
０
，
５
０
０
千
円

・
医
療
機
器
整
備
事
業（
平
成
22
～
26
年
度
）

 

１
５
２
，
３
６
６
千
円

～
23
年
度
） 

２
５
，
６
８
９
千
円

・
農
業
担
い
手
育
成
支
援
事
業
（
平
成
22
～

26
年
度
） 

１
１
１
，
６
０
０
千
円

・
民
有
林
造
林
事
業
（
平
成
22
～
26
年
度
）

 

１
０
９
，
１
４
０
千
円

・
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
吸
収
量
活
用
事
業
（
平

成
22
～
25
年
度
） 

９
，
８
０
０
千
円

・
（
仮
称
）
南
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業
（
平
成
22
年
度
）

 

５
７
，
５
２
９
千
円

詳　

細　

役
場
総
務
課
企
画
財
政
室
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２
１
４
１
内
線
３
１
７

・
足
寄
中
学
校

校
舎
、
屋
体

改
築
事
業

　

（
平
成
23
～

26
年
度
）
１
，

　

１
１
８
，
１

５
４
千
円

・
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
整
備
事

業
（
平
成
22

各
種
事
業
実
施

予　

算　

編　

成

実　

施　

計　

画

（
施
策
の
主
な
事
業
）

前
期　

平
成
17
年
度
～
21
年
度

後
期　

平
成
22
年
度
～
26
年
度

※
毎
年
３
カ
年
分
の
ロ
ー
リ
ン
グ

基　

本　

計　

画

（
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
施
策
体
系
）

10
カ
年　

平
成
17
年
度
～
26
年
度

基　

本　

構　

想

（
目
指
す
将
来
像
・
目
標
）

10
カ
年　

平
成
17
年
度
～
26
年
度

足
寄
町
第
５
次
総
合
計
画

⬅⬅ ⬅ ⬅
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冬
の
道
路
は
、
危
険
が
い
っ
ぱ
い
！

交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

今
年
の
冬
は
降
雪
が
多
く
、
雪
が
解
け
ず
に
道
路
に
残
り
、
圧
雪
ア
イ
ス
バ
ー
ン
や
わ
だ
ち
が

作
ら
れ
て
い
ま
す
。
路
面
は
大
変
滑
り
や
す
く
、
ま
た
雪
山
な
ど
に
よ
っ
て
、
道
路
自
体
が
狭

く
な
っ
た
り
交
差
点
な
ど
か
ら
の
視
界
が
悪
く
な
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

運
転
者
と
し
て

歩
行
者
と
し
て

冬
の
道
路
は

　
　
滑
る
の
が
当
た
り
前

「
ブ
レ
ー
キ
は
早
く

�

ス
ピ
ー
ド
は
遅
く
」

道
路
を
渡
る
と
き
は

　
　
　
　
　
遠
回
り
で
も

「
必
ず
横
断
歩
道
を

�

渡
り
ま
し
ょ
う
」
　

冬
の
道
路
は

　
　
滑
る
の
が
当
た
り
前

「
車
間
距
離
は
十
分
に

�

前
に
も
後
に
も
常
に
注
意
を
」

冬
の
道
路
は

　
　
滑
る
の
が
当
た
り
前

「
急
な
操
作
は

�

事
故
の
も
と
」
　
　

冬
の
道
路
は

　
　
滑
る
の
が
当
た
り
前

「
見
え
な
い
と
こ
ろ
に

�

要
注
意
」
　
　

　

冬
の
道
路
は
雪
や
氷
が
、
走
行
す
る
車
の

タ
イ
ヤ
に
踏
み
固
め
ら
れ
、
堅
く
凍
結
し
ま

す
。
こ
う
い
っ
た
道
路
に
お
い
て
は
タ
イ
ヤ

の
性
能
が
向
上
し
た
と
は
い
え
、
夏
場
に
比

べ
て
ブ
レ
ー
キ
の
制
動
距
離
（
ブ
レ
ー
キ
を

踏
ん
で
か
ら
止
ま
る
ま
で
の
距
離
）
が
３
倍

か
ら
10
倍
に
も
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

冬
道
は
滑
る
の
が
当
た
り
前
と
思
い
、
走

行
中
は
ス
ピ
ー
ド
を
抑
え
、
停
車
時
は
早
め

の
ブ
レ
ー
キ
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

一
年
を
通
し
て
も
い
え
る
こ
と
で
す
が
、

「
近
く
て
便
利
だ
か
ら
」
「
面
倒
だ
か
ら
」

な
ど
の
理
由
で
、
わ
ず
か
な
遠
回
り
を
避
け

る
た
め
に
横
断
歩
道
の
な
い
場
所
を
渡
る
ケ

ー
ス
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
冬
道
は
大
変
滑
り
や
す
く
、
車
が

来
る
前
に
横
切
ろ
う
と
焦
る
あ
ま
り
、
足
を

滑
ら
せ
て
転
倒
し
、
事
故
に
遭
う
ケ
ー
ス
も

想
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
国
道
な
ど
の
交
通
量

の
多
い
と
こ
ろ
で
は
運
転
者
の
急
操
作
を
招

く
原
因
と
な
っ
て
交
通
事
故
を
引
き
起
こ
す

こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

特
に
国
道
沿
い
に
大
き
な
商
業
施
設
の
あ

る
市
街
地
域
に
お
い
て
は
、
こ
の
横
断
行
為

が
大
変
多
く
、
数
年
前
に
は
死
亡
事
故
が
発

生
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
町
内
で
の
悲

惨
な
交
通
事
故
を
無
く
す
た
め
に
も
必
ず
横

断
歩
道
を
渡
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

冬
道
で
は
特
に
追
突
事
故
が
多
く
発
生
し

ま
す
。
こ
れ
は
前
の
車
と
の
車
間
距
離
が
十

分
と
ら
れ
て
い
な
い
が
た
め
に
、
前
の
車
の

減
速
・
停
車
に
気
付
く
の
が
遅
れ
て
し
ま
う

と
、
長
い
制
動
距
離
に
対
応
で
き
な
く
な
る

た
め
で
す
。
ま
た
、
追
突
さ
れ
な
い
た
め
に

も
、
車
の
右
折
時
や
左
折
時
、
停
車
時
に
は

十
分
後
続
の
車
に
注
意
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

車
間
距
離
は
夏
場
よ
り
も
か
な
り
多
く
取

る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

「
急
ハ
ン
ド
ル
」
「
急
ブ
レ
ー
キ
」
「
急
加

速
」
は
、
凍
結
し
た
路
面
に
お
い
て
行
う
と

車
の
ス
ピ
ン
や
ス
リ
ッ
プ
な
ど
の
制
御
不
能

状
態
を
引
き
起
こ
し
、
重
大
な
事
故
の
原
因

と
な
り
ま
す
。

　

雪
か
き
な
ど
で
歩
道
に
高
く
積
み
上
が
っ

て
し
ま
っ
た
雪
山
。
そ
の
陰
に
は
歩
行
者
、

車
な
ど
の
危
険
要
素
が
潜
ん
で
い
ま
す
。

　

急
な
飛
び
出
し
な
ど
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
、
ス
ピ
ー
ド
は
ゆ
っ
く
り
と
、
余
裕
を
も

っ
た
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

ア
ク
セ
ル
も
ブ
レ
ー
キ
も
ゆ
っ
く
り
と
踏

み
込
む
よ
う
に
し
、
ハ
ン
ド
ル
と
同
時
に
操

作
し
な
い
こ
と
が
大
事
で
す
。
も
し
、
制
御

不
能
に
陥
っ
た
ら
、
踏
ん
で
い
る
ア
ク
セ
ル

や
ブ
レ
ー
キ
を
緩
め
、
ハ
ン
ド
ル
操
作
の
み

を
行
い
、
体
制
を
立
て
直
す
よ
う
に
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
雪
道
で
の
自
転
車
の
運
転
は
大
変

危
険
で
す
の
で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

詳　

細　

役
場
住
民
課
住
民
室
住
民
生
活
担
当

 

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
２
５

詳　細

・役場住民課住民室住民生活担当　☎２５－２１４１内線２２２
・パソコン３Ｒ推進協会　☎０３－５２８２－７６８５
　ホームページアドレス　http://www.pc3r.jp
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まちかどまちかどまちかど
写真をご希望の方は広報広聴担当まで

　生涯学習講座「書き初め大会」が町民セン

ターで行われ、町内の小学１年生から一般ま

での18人が参加しました。参加者は、講師の

先生から大きく太く元気になど書き方の指導

を受け、「きぼう」「生きる力」「富士の山」

など、それぞれのお題の字句を力強く書き上

げました。

　足寄ジュニアブラスバンドの団員14人が町

教育委員会を訪れ「第26回全道小学校スクー

ルバンドフェスティバル札幌大会」の出場を

加藤和弘教育長に報告しました。大会は札幌

市で開かれ、清水ジュニアブラスバンド（清

水町）と合同の「十勝Ａｓｈｏｍｉｅｚ（ア

ショミーズ）」として出演しました。

　第17回上足寄クリスマスコンサートが旧上

足寄小学校体育館で開かれ、約１００人が来

場しました。クリスマスツリーや電飾などで

飾られた会場で、幕別町を拠点に活動するア

コースティックバンド「くまげら」が涙そう

そうやクリスマスメドレーなどアンコールを

含め全12曲を披露しました。

　足寄ロータリークラブ（遠藤総一会長）が

足寄保育園どんぐりを訪れ、子どもたちにク

リスマスプレゼントを贈りました。会員はサ

ンタクロースとトナカイに扮
ふん

して、子どもた

ち一人一人に手作りのクッキーを手渡しまし

た。子どもたちは歓声を上げて大喜びしてい

ました。

12.16 全道大会出場を報告

１.８ 力強く書き上げる

12.18 クリスマスプレゼント

12.23 クリスマスコンサート

７

－

８

：

親
子
ス
ケ
ー

ト
教
室

９

：

書
き
初
め
大
会

11

：

成
人
式

 

（
60
人
出
席
）

16

：

交
通
安
全
祈
願
祭

27

：

地
域
防
災
講
演
会

30

：

ユ
ニ
ッ
ト
・
リ
ト

ル
バ
レ
エ
公
演

５

：

第
４
回
道
の
駅
ま

つ
り
（
あ
し
ょ
ろ
銀

河
ホ
ー
ル
21
）

９

－

11

：

第
36
回
び
っ

く
り
は
だ
か
市

11

－

12

：

第
51
回
観
岳

祭
（
足
寄
高
等
学
校

学
校
祭
）

26

：

第
15
回
芸
能
発
表
会

１

：

第
53
回
町
民
ス
ケ

ー
ト
大
会

11

：

第
48
回
全
十
勝
小

中
学
校
選
抜
ス
ピ
ー

ド
ス
ケ
ー
ト
選
手
権

大
会

12

－

17

：

勤
労
青
年
国

内
研
修

15

：

足
寄
ふ
る
さ
と
ま

つ
り

20

：

戦
没
者
追
悼
式

27

－

28

：

北
海
道
放
牧

酪
農
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

交
流
会
in
足
寄

30

：

第
７
回
町
民
ふ
れ

あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会

足
寄
小
学
校
屋
内
運
動

場
完
成

22

：

第
34
回
町
消
費
生

活
展

23

：

第
23
回
ふ
る
さ
と

を
考
え
る
町
民
の
つ

ど
い

31

：

公
民
館
閉
館

９

：

普
通
救
命
講
習
会

11

：

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
「
ひ
の
き
屋
・
ト

ラ
ベ
リ
ン
グ
バ
ン
ド
」

13

－

23

：

中
・
高
校
生

海
外
研
修
派
遣

26

：

第
15
回
町
民
水
泳

記
録
会

27

：

オ
ン
ネ
ト
ー
物
語

新
規
就
農
研
修
セ
ン
タ

ー
完
成

５

：

宮
城
睦
親
講

12

－

16

：

姉
妹
都
市
カ

ナ
ダ
・
ウ
ェ
タ
ス
キ

ウ
ィ
ン
市
か
ら
中
・

高
校
生
が
来
町

21

：

森
林
づ
く
り
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
基
本
協
定

12

：

第
30
回
町
民
マ
ラ

ソ
ン
大
会

18

：

大
収
穫
祭
・
秋
の

物
産
市

24

：

第
30
回
東
京
と
足

寄
を
結
ぶ
・
ふ
る
さ

と
会
（
約
90
人
参
加
）

25

：

第
19
回
町
民
芸
術

祭

１

：

第
80
回
メ
ー
デ
ー

足
寄
地
区
集
会

15

：

緑
資
源
幹
線
林
道

（
茂
足
寄
と
上
螺
湾

間
）
開
通

28

：

第
51
回
町
家
畜
品

評
会

31

：

町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
森
づ
く
り

新
火
葬
場
完
成

３

：

功
労
者
表
彰
式
、

文
化
賞
ス
ポ
ー
ツ
賞

等
表
彰
式

５

：

交
通
安
全
・
防
犯

町
民
大
会

29

：

第
30
回
町
女
性
の

集
い

１

：

雌
阿
寒
岳
安
全
祈

願
祭
、第
１
回
愉
快
・

汗
感
火
山
塾

18

：

上
螺
湾
地
域
で
螺

湾
ブ
キ
初
出
荷

21

：

町
産
駒
記
念
レ
ー

ス（
ば
ん
え
い
競
馬
）

28

：

第
46
回
東
北
海
道

剣
道
大
会

17

：

歳
末
防
犯
一
斉
パ

ト
ロ
ー
ル

23

：

上
足
寄
ク
リ
ス
マ

ス
コ
ン
サ
ー
ト

1月7月

2月8月

3月9月

4月10月

5月11月

6月12月

2009 あしょろこの１年…

2010へ



まちかどまちかどまちかど

8

写真をご希望の方は広報広聴担当まで

9

まちかどまちかどまちかど

　親子スケート教室が里見が丘スケートリン

クで行われ、年長児から小学３年生までの子

どもたちとその親が参加してスケートの基礎

を学びました。子どもたちはレベルごとに分

かれて指導を受け、見る見るうちに上達して

いました。子どもたちは「上手に滑れように

なった」「楽しかった」と話していました。

　スピードスケート競技で全国大会出場を決

めた足寄中学校スピードスケート部の千葉将

志君（３年）、岡田樹君（２年）、遠國大地君

（２年）、阿蘇康大君（２年）、原茉畝さ
ん（１

年）が役場を訪れ、安久津勝彦町長に全国大

会での健闘を誓いました。５選手は抱負を述

べ、安久津町長から激励を受けました。

１.13 全国大会出場を報告

１.14 よいしょ！よいしょ！

１.８ 上手に滑れた

　町交通安全協会（國見勲会長）が足寄神社

で今年１年の無事故を祈願する交通安全祈願

祭を行いました。同協会会員や本別警察署員

など関係者約40人が参列しました。参列者が

玉ぐしを奉てんした後、大西節夫副会長が「交

通事故防止の気運を盛り上げ、交通事故撲滅

に向け町民一丸となって推進する」と決意表

明を行いました。

　足寄保育園どんぐり（新野都美子園長）が

もちつきを行いました。最初に保護者やお手

伝いとして訪れた斉藤井出建設株式会社の社

員らが子どもたちに力強いもちつきを披露し

ました。その後「よいしょ、よいしょ」の掛

け声に合わせて、年長クラスの子どもたちが

順番にもちをつきました。

１.15 １年の無事故を祈願

左から佐藤さ
ん、上月さ

ん、加藤教育長

　正木忠夫さ
ん（鷲府）が北海道社会貢献賞（自

治功労）を受賞しました。正木さ
んは、昭和62

年から連続５期20年間、町議会議員を在職さ

れました。在職中は議会文教厚生常任委員会

委員長や議会広報発行特別委員会委員長など

を歴任され、町民福祉の向上と町政の発展に

力を注がれました。

　町消費生活講演会があしょろ銀河ホール21

で開かれました。元札幌簡易裁判所裁判官の

髙橋幸一さ
んが「消費者の知って得する法律知

識」と題し、新聞記事を面白く読むために…、

法律を知っている方が得なのだろうか？など

講演しました。聴講した約50人の町民は熱心

に聞いていました。

　足寄サッカースポーツ少年団の上月真琴さ
ん

と佐藤雪乃さ
んが町教育委員会を訪れ、加藤和

弘教育長に「とかち帯広ＦＣなでしこ」の選

手として、２月12日から福島県で開催される

「全国ガールズ８（Ｕ－12）サッカーフェス

ティバル～第６回Ｊヴィレッジなでしこカッ

プ～」への出場を報告しました。

　むかしのお正月あそび２０１０が町民セン

ターで開かれ、町内の幼児から小学生まで45

人が参加しました。子どもたちはどうぶつし

ょうぎの工作作成や羽根突き、すごろくなど

さまざまな遊びに夢中になっていました。昼

食には、自分たちでついたもちを雑煮にして

おいしく食べました。

１.16 熱心に聞く

北海道社会貢献賞を受賞

１.17 楽しく遊ぶ

１.19 健闘を誓う
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第25回

住民防災組織が災害に活きた！

町民
防災講座

　

約
１
年
ぶ
り
の
町
民
講
座
へ
の
執
筆
に
な

り
ま
す
。
前
回
は
自
主
防
災
組
織
が
地
域
の

減
災
に
結
び
付
く
こ
と
の
重
要
性
を
お
話
し

ま
し
た
。
こ
の
実
例
を
つ
い
最
近
起
こ
っ
た

災
害
で
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

昨
年
の
８
月
９
日
の
こ
と
で
す
が
兵
庫
県

佐
用
町
で
集
中
豪
雨
に
よ
っ
て
20
人
の
犠
牲

者
が
出
ま
し
た
。
同
町
本
郷
地
区
で
は
、
避

難
中
の
３
世
帯
が
用
水
路
に
流
さ
れ
、
子
ど

も
を
含
め
８
人
の
方
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
、
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
で
報
道
さ
れ
、
記

憶
さ
れ
て
い
る
方
が
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
の
こ
ろ
、
私
は
山
口
県
防
府
市
へ
土
砂
災

害
調
査
（
特
養
老
人
ホ
ー
ム
が
巻
き
込
ま
れ

た
災
害
）
に
行
っ
て
い
た
の
で
、
佐
用
町
の

水
害
は
被
災
３
日
後
に
現
場
に
立
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
３
世
帯
の
巻
き
込
ま
れ
た
用

水
路
は
、
写
真
に
あ
る
よ
う
に
横
幅
が
１
メ

ー
ト
ル
程
度
の
側
溝
で
し
た
。
現
場
で
思
っ

当
時
、
用
水
路
付
近
で
の
水
の
流
れ
の
速
さ

は
、
毎
秒
９
メ
ー
ト
ル
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

用
水
路
に
行
く
ま
で
は
、
水
深
は
数
10
セ
ン

チ
で
水
の
流
れ
は
小
さ
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、

夜
な
の
で
水
面
下
も
見
え
ず
３
世
帯
の
家
族

は
、
親
子
で
身
体
に
ロ
ー
プ
を
縛
り
付
け
、

不
安
の
中
を
用
心
し
な
が
ら
少
し
ず
つ
歩
い

て
行
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
用
水
路
の
近
く
で

急
に
水
の
流
れ
が
速
く
な
っ
て
、
耐
え
き
れ

ず
流
れ
に
の
ま
れ
て
い
っ
た
の
だ
と
想
像
し

ま
す
。
住
宅
は
、
床
上
浸
水
で
は
あ
り
ま
し

た
が
結
果
的
に
２
階
に
居
れ
ば
助
か
っ
て
い

た
の
で
す
。
佐
用
町
の
防
災
無
線
は
、
住
居

内
で
聞
け
る
戸
別
受
信
装
置
が
あ
り
、
そ
れ

も
自
治
会
毎
に
流
せ
る
仕
組
み
だ
っ
た
た
め
、

自
治
会
長
か
ら
ど
の
よ
う
な
放
送
が
当
時
さ

れ
た
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
あ
の
雨
の
状
況

た
こ
と
は
「
な

ぜ
こ
ん
な
狭
い

側
溝
に
巻
き
込

ま
れ
た
の
だ
ろ

う
」
と
い
う
素

朴
な
疑
問
で
し

た
。
後
で
分
か

る
の
で
す
が
河

川
工
学
の
専
門

家
の
分
析
で
は
、

で
前
述
し
た
よ
う
な
判
断
を
住
民
に
求
め
る

こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
は
日
ご
ろ
か
ら
「
地
域
で
ど
う
避
難
す

る
か
？
」
を
考
え
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
、
環
境
防
災
総
合
政
策
研
究
機
構
は
、

東
京
大
学
と
共
同
で
佐
用
町
の
水
害
に
関
し
、

住
民
の
意
識
や
行
動
に
つ
い
て
調
査
を
進
め

て
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
は
、
佐
用
川
の
少
し

下
流
の
久
崎
地
区
の
調
査
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
先
日
、
調
査
の
依
頼
も
あ
っ
て
久
崎
地

区
の
自
治
会
長
さ
ん
と
話
す
機
会
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
地
区
は
、
１
７
１
世
帯
５
０
０

人
の
集
落
で
地
区
の
真
ん
中
を
佐
用
川
が
流

れ
、
下
流
で
千
種
川
が
合
流
し
て
い
る
川
に

囲
ま
れ
た
地
域
で
す
。
い
わ
ば
川
と
共
生
し

て
い
る
地
域
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
平
成
16

年
も
台
風
第
23
号
に
よ
る
豪
雨
で
千
種
川
が

は
ん
ら
ん
し
地
区
の
下
流
側
は
浸
水
被
害
を

受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
地
区
で
は
、
自
治
会
組
織
が
あ
り
自

治
会
長
の
も
と
15
エ
リ
ア
の
隣
保
組
織
に
そ

れ
ぞ
れ
長
が
任
命
さ
れ
て
お
り
組
織
活
動
も

活
発
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
今
回
の
水
害
の

際
も
事
前
に
15
人
の
隣
保
長
が
集
会
所
に
集

ま
り
地
区
の
災
害
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
防

災
対
応
の
相
談
を
し
て
い
ま
し
た
。
地
区
の

本
部
会
議
の
後
、
各
隣
保
長
は
地
域
に
戻
り

各
世
帯
に
注
意
喚
起
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

そ
の
効
果
も
あ
っ
て
地
区
上
流
の
佐
用
川
左

岸
で
堤
防
が
決
壊
し
、
地
区
内
で
最
大
２
～

３
メ
ー
ト
ル
の
浸
水
が
発
生
し
ま
し
た
が
、

犠
牲
者
は
一
人
も
出
る
こ
と
も
な
か
っ
た
の

で
す
。
決
壊
し
た
堤
防
近
く
の
隣
保
長
さ
ん

に
聞
い
た
話
で
す
が
、
ご
主
人
は
自
治
会
の

災
害
対
策
本
部
に
出
た
後
、
自
宅
に
残
し
た

奥
さ
ん
が
心
配
に
な
り
自
宅
に
戻
り
ま
す
。

奥
さ
ん
は
ご
主
人
か
ら
の
指
示
で
地
域
内
の

各
世
帯
に
注
意
喚
起
の
連
絡
を
し
た
後
、
友

人
宅
の
２
階
に
避
難
し
て
い
る
の
で
す
が
、

ご
主
人
が
自
宅
に
着
い
た
時
点
で
堤
防
か
ら

の
越
水
が
始
ま
り
、
自
宅
の
周
り
は
堤
防
か

ら
流
れ
て
く
る
川
の
水
が
も
の
す
ご
い
流
速

で
身
動
き
が
で
き
な
く
な
り
、
家
の
前
の
電

柱
に
登
っ
て
夜
の
９
時
過
ぎ
か
ら
明
け
方
の

２
時
過
ぎ
ま
で
５
時
間
ほ
ど
電
柱
に
し
が
み

つ
い
て
洪
水
を
凌
い
だ
そ
う
で
す
。
電
柱
が

命
を
救
っ
た
の
で
す
。
人
的
被
災
が
な
く
て

も
こ
の
よ
う
な
九
死
に
一
生
の
体
験
が
被
災

地
に
は
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
久
崎

地
区
は
、
自
治
会
の
早
め
の
行
動
が
地
域
を

救
っ
た
事
例
と
い
え
ま
す
。
無
論
日
常
の
組

織
活
動
が
基
本
に
あ
っ
て
緊
急
時
に
活
き
た

事
例
と
い
え
ま
す
。

（
環
境
防
災
総
合
政
策
研
究
機
構
理
事
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４
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３
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住
民
税
の
住
宅
借
入
金
等

特
別
税
額
控
除
が
変
わ
り
ま
し
た

　

平
成
11
年
か
ら
平
成
18
年
の
間
に
入
居
さ

れ
た
方
に
対
し
て
、
国
の
税
源
移
譲
の
経
過

措
置
と
し
て
住
民
税
（
町
・
道
民
税
）
の
住

宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
（
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
）
が
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、
税

制
改
正
に
よ
り
政
府
の
生
活
対
策
の
一
環
と

し
て
、
平
成
21
年
か
ら
平
成
25
年
ま
で
に
入

居
さ
れ
た
方
も
、
新
た
に
住
民
税
の
住
宅
ロ

ー
ン
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
改
正
点

減
少
し
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
可
能
額
が
所
得
税

か
ら
全
額
控
除
で
き
な
い
方
、
ま
た
は
税
源

移
譲
に
よ
り
所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な
か

っ
た
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
可
能
額
が
さ
ら
に
増

え
た
方
が
対
象
で
す
。
な
お
、
平
成
22
年
度
（
平

成
21
年
所
得
分
）
の
住
民
税
控
除
分
か
ら
申

告
書
の
提
出
は
原
則
不
要
と
な
り
ま
し
た
。

・
平
成
21
年
か
ら
平
成
25
年
末
ま
で
に
入
居

さ
れ
た
方

　

所
得
税
で
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
、
所

得
税
か
ら
全
額
控
除
で
き
な
い
方
が
対
象
で
す
。

手
続
き
の
方
法

　

入
居
さ
れ
た
１
年
目
は
、
そ
の
翌
年
に
所

得
税
の
確
定
申
告（
住
宅
ロ
ー
ン
特
別
控
除
）

の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
２
年
目
以

降
は
年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
さ
れ
る
と
町

へ
の
手
続
き
は
不
要
で
す
。

※
注
意
が
必
要
で
す

　

事
業
所
か
ら
提
出
さ
れ
る
給
与
支
払
報
告

書
や
確
定
申
告
書
に
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
可
能
額
、
居
住
開
始
年
月
日
等
の
記
載
が

な
い
場
合
は
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
対
象
に

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳　

細　

役
場
住
民
課
税
務
室
賦
課
担
当
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２
１
４
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内
線
２
３
４

対
象
に
な
る
方

・
平
成
11
年
か
ら
平
成
18
年
末
ま
で
に
入
居

さ
れ
た
方

　

所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
て
い

る
方
の
う
ち
、
税
源
移
譲
に
よ
り
所
得
税
が

佐用町本郷地区の被災現場

（筆者撮影）

年
新
ら
た
余
生
大
事
に
散
歩
す
る	

小
川
ト
ミ
子

試
さ
れ
し
蝦
夷
地
隈く

ま

な
き
大
初
日	

山
岸
　
清
子

還
暦
と
米
寿
の
暮
ら
し
年
始
む	

坂
　
　
夢
乃

家
族
皆
健
や
か
願
い
初
詣	

松
野
さ
わ
子

荘
厳
な
響
漂
う
除
夜
の
鐘	

湯
浅
　
保
子

八
十
路
へ
と
遙は

る

か
に
来
た
り
大お

お

旦
あ
し
た	

上
谷
喜
美
子

喜
寿
す
ぎ
の
軽
ろ
き
ス
テ
ッ
プ
初
舞
台	

小
山
田
富
美
子

掃
き
清
め
ら
れ
し
石
段
初
明
か
り	

吉
田
　
哲
子

慈
し
む
地
球
で
あ
り
ぬ
初
御
空	

小
山
　
博
子

初
詣
四
世
の
か
し
わ
手
ひ
び
き
け
り	

中
田
　
京
子

恙
つ
つ
が

な
く
六
つ
目
の
干え

支と

や
明
の
春	

高
橋
と
し
子

大
股
に
歩
み
ゆ
く
な
り
去こ

年ぞ

今こ

年と
し	

古
住
　
蛇
骨

見
た
ま
ま
感
じ
た
ま
ま 

足
寄
凍
土
吟
社

俳 

句

町民文芸

課
税
年
度

平
成
20
年
～
21
年
度

居
住
開
始

年

月

日

平
成
11
年
か
ら

平
成
18
年
の
間

申

告

書

の

提

出

毎
年
必
要

⬅

課
税
年
度

平
成
22
年
度

居
住
開
始

年

月

日

平
成
11
年
か
ら

平
成
18
年
の
間

平
成
21
年
か
ら

平
成
25
年
の
間

申

告

書

の

提

出

原
則
不
要

不　

要
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国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
お
得
な
前
納
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

国
民
年
金
に
は
、
月
々
の
保
険
料
を
ま
と

め
て
支
払
う
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
が
割
引

に
な
る
前
納
割
引
制
度
が
あ
り
ま
す
。

①
現
金
納
付
（
納
付
書
）・
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
納
付
に
よ
る
前
納

②
口
座
振
替
に
よ
る
前
納

　

前
納
割
引
制
度
を
利
用
し
た
場
合
、
最
大

で
年
間
３
，
８
０
０
円
の
割
引
と
な
り
ま
す
。

お
得
な
前
納
制
度
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
に
は
毎
月
50
円
割

引
と
な
る
「
早
割
」
制
度
も
あ
り
ま
す
。

※
す
で
に
口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

納
付
で
前
納
さ
れ
て
い
る
方
は
、
再
度
の

申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
22
年
度
の
口
座
振
替
は
、
１
年
度
分

お
よ
び
上
期
６
カ
月
分
（
４
月

－

９
月
分
）

は
２
月
末
ま
で
に
、
下
期
６
カ
月
分
（
10
月

－

翌
年
３
月
分
）
は
８
月
末
ま
で
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

平
成
22
年
度
の
保
険
料
額
・
割
引
額
は
表

の
通
り
で
す
。

詳　

細　

帯
広
年
金
事
務
所

 

☎
０
１
５
５

－
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－

８
１
１
１

み
ん
な
の
国
民
年
金第33回舞踊祭

　暖かい春の日差しを受けながら、日産自動車

テストコースを歩くスキーで楽しんでみません

か。皆さんの参加をお待ちしています。

日　　時　３月14日㈰　午前９時30分－

場　　所　日産自動車㈱北海道陸別試験場

定　　員　１００人

参 加 料　１人１，０００円（予定）

申込期限　３月５日㈮

申込先・詳細　陸別町教育委員会

 ☎２７－２１２３

自然を満喫しよう
第16回歩くスキーの集い

　町文化協会に加盟している舞踊団体の皆さん

が一堂に会し、日ごろの練習成果を発表します。

日舞、剣舞のほかに、子どものバレエやフラダ

ンスも加わり、華やいだ舞台となります。多数

のご来場をお待ちしています。

日　　時　２月28日㈰　午後１時開演

場　　所　本別町中央公民館大ホール

出演団体

　藤舞会、神刀流本別支部、なかよし会、本別

バレエ研究所、ハワイアンフラステラ、勇足の

ぎく会、よもぎ会

詳　　細　本別町中央公民館内文化振興担当

 ☎２２－５１１１

お知らせ

虫
歯
の
予
防

北
海
道
の
子
ど
も
の
虫
歯
の
状
況

　

平
成
20
年
度
学
校
保
健
統
計
調
査
に
よ
る

と
、
北
海
道
の
児
童
生
徒
の
虫
歯
保
有
率
は

す
べ
て
の
年
齢
に
お
い
て
、
全
国
平
均
に
比

べ
高
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
12

歳
児
の
一
人
平
均
虫
歯
数
は
、
全
国
的
に
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
北
海
道
で
は
全
国

平
均
１
・
54
本
の
約
１
・
４
倍
で
２
・
２
本

で
あ
り
、
沖
縄
県
と
秋
田
県
に
次
い
で
ワ
ー

ス
ト
３
の
状
況
で
す
。

虫
歯
の
原
因

　

虫
歯
は
、
虫
歯
に
な
り
や
す
い
歯
の
質
と

虫
歯
菌
、
甘
い
飲
食
物
の
摂
取
、
そ
し
て
虫

歯
菌
が
酸
を
作
る
時
間
な
ど
の
条
件
が
そ
ろ

っ
た
時
に
作
ら
れ
ま
す
。
甘
い
飲
食
物
に
含

ま
れ
た
糖
を
虫
歯
菌
が
餌
に
し
て
、
仲
間
の

菌
を
増
や
し
、
プ
ラ
ー
ク
（
歯
垢
）
を
作
り
、

そ
の
中
で
酸
が
作
ら
れ
、
歯
が
溶
か
さ
れ
て

穴
が
開
い
て
し
ま
う
の
で
す
。

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

そ
の
１
、
歯
に
つ
い
て

・
フ
ッ
素
を
利
用
し
て
歯
を
強
く
し
ま
し
ょ

う
。

そ
の
２
、
食
習
慣
に
つ
い
て

・
不
規
則
・
頻
回
・
過
多
・
寝
る
前
の
間
食

を
見
直
し
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

・
食
べ
物
や
飲
み
物
に
含
ま
れ
る
砂
糖
の
量

を
意
識
し
、
量
や
組
み
合
わ
せ
を
考
え
ま

し
ょ
う
。

・
歯
を
き
れ
い
に
す
る
食
べ
物
（
野
菜
や
果

物
な
ど
繊
維
質
を
多
く
含
む
食
物
）
を
よ

く
か
ん
で
食
べ
ま
し
ょ
う
。

そ
の
３
、
歯
磨
き
に
つ
い
て

・
虫
歯
に
な
り
や
す
い
部
分
の
磨
き
方
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

・
生
え
た
て
の
歯
に
も
ブ
ラ
シ
の
毛
先
を
し

っ
か
り
当
て
ま
し
ょ
う
。

詳　

細

　

役
場
福
祉
課
保
健
福
祉
室
保
健
推
進
担
当
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フ
ッ
素
の
効
果

・
虫
歯
に
な
り
か
け
た
歯
を
元
に
戻
す
。

・
歯
を
溶
け
に
く
く
す
る
。

・
虫
歯
菌
の
活
動
を
抑
え
る
。

平成22年度の国民年金保険料額・割引額

支払い方法
１カ月分 ６カ月分 １年度分

保険料額 割引額 保険料額 割引額 保険料額 割引額

毎月納付（納付書による

現金納付および翌月末振

替の口座振替）

15,100円 ―― 90,600円 ―― 181,200円 ――

口座振替の早割 
（当月末振替の口座振替）

15,050円 50円 90,300円 300円 180,600円 600円

①で６カ月前納 ―― ―― 89,860円 740円 179,720円 1,480円

②で６カ月前納 ―― ―― 89,570円 1,030円 179,140円 2,060円

①で１年度前納 ―― ―― ―― ―― 177,980円 3,220円

②で１年度前納 ―― ―― ―― ―― 177,400円 3,800円

町営住宅の入居等の際に
必要な書類が追加されます

申告書は自分で書いて
お早めに

敬老祝金（商品券）
有効期限満了のお知らせ

所得税の確定申告相談

　平成19年４月に東京都町田市の

都営住宅で発生した暴力団員の立

てこもり発砲事件を契機に、全国

の自治体において公営住宅等から

暴力団を排除する取り組みが行わ

れるようになりました。

　本町においても昨年12月の町議

会で町営住宅等から暴力団員を排

除する条例改正案が可決されまし

た。本年４月１日以降、次の住宅

に入居もしくは入居を承継する際

には、本別警察署に暴力団員であ

るかどうかについて意見を聞くこ

とを承認する「同意書」の提出が

必要となります。

対象住宅　町営住宅、単身勤労者

住宅、町有住宅

詳　　細　役場総務課契約財産室

 財産管理担当

 ☎２５－２１４１内線３４３

　平成21年分所得税の確定申告の

相談および申告書の受け付けが２

月16日㈫から始まります。

　所得税の確定申告の相談、申告

書の受け付けは３月15日㈪、消費

税および地方消費税（個人事業者）

の確定申告の相談、申告書の受け

付けは３月31日㈬までです。

　申告書は前年の申告書控えや確

定申告の手引きなどを参考にご自

分で作成し、お早めに提出してく

ださい。

　また申告書は国税庁ホームペー

ジ（http://www.nta.go.jp）の「確

定申告書等作成コーナー」で簡単

に作成することができます。

　作成した申告書は郵送等により

提出できます。また税務署の申告

相談会場にお越しの際には、印鑑、

前年の申告書控えおよび確定申告

に必要な書類をご持参ください。

詳　　細 十勝池田税務署

 ☎０１５－５７２－２１７１

　平成21年分の所得税の確定申告

相談および消費税、譲渡所得の申

告相談を実施します。

日　　時　２月24日㈬－25日㈭
　　　　　午前10時－午後４時

（正午から午後１時までは除く）

場　　所　役場会議室１

詳　　細 十勝池田税務署

 ☎０１５－５７２－２１７１

　平成21年９月に77歳、88歳、99

歳の方に支給した敬老祝金（商品

券）の有効期限が迫っています。

未使用の商品券がありましたら、

期限内にご使用ください。期限を

過ぎた商品券は無効となりますの

で、あらかじめご了承願います。

有効期限　平成22年３月14日㈰
詳　　細

 役場福祉課保健福祉室福祉担当

 ☎２５－２１４１内線１４４
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　１月１日から消火器の安全な回

収のため廃消火器リサイクルシス

テムが全国一斉にスタートしまし

た。今後は特定窓口（販売代理店）

や消火器工業会の指定した取引場

所で廃棄することになります。一

般家庭で使用した消火器の廃棄は

足寄消防署で受け付けています。

詳　　細 足寄消防署予防１係

 ☎２５－２６１９

　農地法の改正により、農地を相

続・遺産分割で取得した人は農業

委員会へ届け出ることが義務付け

られました。無届けや虚偽の届け

出をした場合には10万円以下の過

料がかかります。詳しくはお問い

合わせください。

詳　細 足寄町農業委員会事務局

 ☎２５－２１４１内線２８３

　職場でのトラブルでお困りでは

ありませんか。道労働局の各総合

労働相談コーナーでは、労働相談

に応じて各種情報を提供し、また

無料・簡易・迅速な紛争解決シス

テムとして「あっせん」などのサ

ービスを用意しています。まずは

気軽にご相談ください。

詳細 帯広総合労働相談コーナー

 ☎０１５５－２２－８１００

　町では、平成20年１月から町内２カ所にＮＰＯ法人日本入れ歯リサイ

クル協会の「入れ歯回収ボックス」を設置しています。この入れ歯リサ

イクル活動による収益は、ユニセフを通じて世界の子どもたちへの支援

と回収ボックス設置地域の社会福祉に役立てられています。

　皆さんのご協力により、これまで回収した入れ歯の貴金属は、金額に

して１６６，１４７円（６団体：岩内町、余市町、小樽市高齢者懇談会、

猿払村、広尾町社会福祉協議会、足寄町）です。今回、リサイクル協会

から益金の40パーセント（６６，４５９円）がユニセフと各市町所在の

社会福祉協議会へそれぞれ送られ、足寄町社会福祉協議会へは１３，８

２３円が寄付されました。

　入れ歯にはクラスプ（金属のバネ）が付いており、その金属には金や

銀、パラジウムなどの貴金属が含まれています（歯にかぶせたクラウン、

歯に詰めたインレー、歯と歯をつないだブリッジも同様）。不要になっ

た入れ歯の多くは、そのままごみとして捨てられているのが現状です。

引き続き、入れ歯のリサイクルに皆さんの協力をお願いします。

入れ歯回収ボックス設置場所

・役場庁舎１階福祉課カウンター前

・老人憩の家

入れ歯回収ボックス利用方法

　入れ歯の汚れを落とし、熱湯か入れ歯洗浄剤（除菌タイプ）で消毒し

た後、備え付けのビニール袋に入れて回収ボックスに投入してください。

詳　　細 役場福祉課保健福祉室保健推進担当　☎２５－２５７１

　今年６月までに改正貸金業法が

完全施行されます。これにより借

り入れ総額が年収の３分の１まで

に制限される、一定額以上の借り

入れでは年収を明らかにしなけれ

ばならないなど、貸金業法のルー

ルが大きく変わります（銀行や信

金は別扱いになります）。

　容易に借りられるとの広告を出

したりダイレクトメールを送った

りする業者の中には、違法なヤミ

金業者も多いことから、不安があ

る場合はお問い合わせください。

詳　　細

 道庁経済部商工局商工金融課

 S０１２０－１－７８３７２

　昨年末より住宅火災が多発して

います。この時期は、暖房器具を

多用することから火災につながる

危険性が高くなっています。

　火災を防ぐための６つのポイン

トを守り、火事を出さないよう心

掛けましょう。

火事を防ぐための６つのポイント

①家の周りなど放火対策を万全に

②料理中はこんろから離れない

③寝たばこはしない

④子どもの火遊びはさせない

⑤ストーブ周りを整理整頓する

⑥電気器具の配線周りはきれいに

詳　　細 足寄消防署予防１係

 ☎２５－２６１９

障がい者就労支援
ネットワークセミナー

サケ等の密漁に対する
罰則が強化されました

町補助職員登録のご案内

通行止めのお知らせ

自衛官募集

お知らせ
　障がいをお持ちになる方の就労・

生活に関しての相談会やセミナー、

意見交換会を開催します。

日時　２月22日㈪
　　　午前11時－午後３時15分

場所　陸別町字陸別東２条３丁目

　　　陸別町保健センター

内容　午前11時－個別相談会

　　　午後１時－就労セミナー

　　　「地域活性化の取り組み」

　　　午後２時15分－意見交換会

申込先・詳細　十勝障害者就業・

 生活支援センターだいち

 ☎０１５５－２４－８９８９

　舗装工事のため次のとおり通行

止めを行っています。皆さまのご

理解とご協力をお願いします。な

お通行禁止区間であっても区域内

居住者のために必要と認められる

交通は確保します。

工事個所および工事期間

北１条４丁目（北１条通）

３月23日㈫まで

詳　細 役場建設課都市振興室

 ☎２５－２１４１内線３６３

　町では町補助職員登録を随時行

っています。雇用を希望される方

をあらかじめ登録しておき、臨時

の業務および緊急を要する業務な

どが発生した場合、登録者の中か

ら選考し、臨時的に雇用します。

ご希望の方はお申し込みください。

業務の種類

①一般行政事務

②給食業務（国民健康保険病院・特

別養護老人ホーム・学校給食）

③介護業務（国民健康保険病院・

特別養護老人ホーム）

④看護業務（国民健康保険病院・

特別養護老人ホーム）

⑤保育士業務（子どもセンター等）

⑥自動車運転業務（建設課車両室）

⑦道路維持業務（建設課車両室）

⑧学校公務補業務（教育委員会）

応募方法

　履歴書（写真添付）を持参の上、

役場総務課総務室職員担当までご

本人がおいでください。簡単な面

接を行います。資格を有する方は

資格を証明するものの写しを履歴

書に添付してください。

詳　　細

 役場総務課総務室職員担当

 ☎２５－２１４１内線３２３

　近年、内水面におけるサケ等を

対象とした密漁の増加傾向が見ら

れ、悪質・巧妙化しています。こ

れらの密漁に対応するため、罰則

の強化が関係機関等から求められ

ていました。このため道では国と

協議を行い、北海道内水面漁業調

整規則の改正を行いました。

　改正内容は、内水面におけるサ

ケ、サクラマス（ヤマベを除きま

す）およびカラフトマスの採捕を

目的とする刺し網（流し網を含み

ます）および引っ掛け釣りを禁止

漁業とし、違反した場合の罰則を

強化しました。

改正前

サケ：懲役１年・罰金50万円以下

サクラマス、カラフトマス

：懲役６月・罰金10万円以下

改正後

サケ、サクラマス、カラフトマス

：懲役３年・罰金２００万円以下

※その他、内水面における法定知

事許可漁業の許可手続きに関す

る規定等も整備しています。

詳　細

 十勝支庁産業振興部水産課

 ☎０１５５－２７－８６０９

廃消火器リサイクルが
始まりました

農地の相続には届け出が
義務付けられました

職場でのトラブルで
お困りの皆さんへ

不要な入れ歯をリサイクル

貸金業のルールが変わります火災が多発しています

詳　　細　　自衛隊帯広募集案内所　☎０１５５－２３－８７１８

自衛隊帯広地方協力本部ホームページアドレス

 http://www.mod.go.jp/pco/obihiro

募集種目 募集資格 受付期間 試　験　日

予備自衛官補

平成22年７月１日

現在18歳以上

34歳未満の方

４月９日

まで

４月17日・18日のうち

いずれか１日を指定　



編集後記

今月の表紙

　１月10日に行われた「成人式」でのス

ナップです。

 （⇒２ページ）
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☆いよいよ、第21回オリンピック冬季

競技大会（２０１０／バンクーバ

ー）が始まりました。

☆北海道はもとより十勝出身の選手が

多数出場し、表彰台を目指して奮闘

されると思います。

☆競技の模様は、連日早朝からテレビ

で放送されます。皆さん、眠い目を

こすりながらぜひ応援しましょう！

☆平成21年12月末の住民基本台帳

　人口等をお知らせします。

　　人　口　　７，９３３ 人

　　　男　　　３，８４９ 人

　　　女　　　４，０８４ 人

　　世　帯　　３，６４５世帯

木　璃
り

夢
ゆ

ち
  ゃ
   ん

（平成20年２月９日生まれ）

　性格は頑固で負けず嫌い。車

のおもちゃとアンパンマンが好

きで、トランス系の音楽をかけ

ると踊ります。優しく元気な子

に育ってね。

真伍・遥さ
んの子

（北３条１丁目）
杉本　朱

あ か り

莉
ち
  ゃ
   ん

（平成20年２月20日生まれ）

　お父さんに切ってもらうこの

髪形がトレードマークです。二

人のお姉ちゃんに大事にされす

ぎでものすごい甘えん坊です。

浩司・奉美さ
んの子

（西町２丁目）

渡邊　兼
けん

希
き

ち
  ゃ
   ん

（平成20年２月11日生まれ）

　暴れん坊、きかん坊、甘えん

坊の兼希。４人きょうだいの中

でたくましく育っています。

和明・幸恵さ
んの子

（北５条１丁目）

編集後記

掲載を希望される方は、役場総務課総務室広報広聴担当まで

ひとのうごき

１月末の住民基本台帳

人　口　　７，９１１　人　（－22)

　男　　　３，８４１　人　（－８)

　女　　　４，０７０　人　（－14)

世　帯　　３，６４２世帯（－３)

　　　　　　　（　）内は前月比


